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初
年
を
振
り
返
っ
て
⑥

か
ん
じ

「汝
の
郷
土
を
開
発
す
る
者

々
ん
じ
み
ず
か
ら

は
汝
自
ら
な
り
L

こ
れ
は
、
故
梶
谷
永
五
郎
氏
が
昭

和
十
年
に
当
時
の
農
村
恐
慌
を
救
う

た
め
、
現
在
の
大
洲
少
年
自
然
の
家

の
地
に

『明
玄
農
士
道
場
』
を
創
設

し
、
青
年
教
育
に
あ
た
っ
た
時
の
道

場
訓
で
す
。

以
来
今
日
ま
で
、
こ
の
訓
は
住
民

の
心
の
中
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
精

神
が
形
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
の
が

国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
へ
の
取
り

組
み
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十

一

年
か
ら
六
十
一
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ

た
事
業
で
、
段
畑
農
業
か
ら
脱
皮
し
、

規
模
拡
大
と
機
械
化
農
業
を
目
指
し

て
、
山
を
掘
り
谷
閣
の
棚
田
を
埋
め

て
広
大
な
農
地
を
造
成
し
た
も
の
で

す
。こ

の
事
業
に
よ
り
よ
須
戒
で
は
、

約
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
規
造
成
畑

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
で

は
、
「
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
、
や
り

方
で
は
い
け
な
い
。
何
か
新
し
い
も

の
を
自
分
達
の
力
で
開
拓
し
な
く
て

は
」
と
の
方
針
で
、
ナ
シ
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
営
農
努
力
に
よ
り
、
今

で
は
観
光
ナ
シ
園
、
イ
モ
圏
と
な
り
、

八
月
九
月
の
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
る
と

連
日
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

上
須

戒
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

市民のうとき今月の納税は今月号の み ど こ ろ
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暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
季
節
に
は
、
県
内
外
か
ら
の
帰
省

客
や
行
楽
客
に
よ
り
交
通
量
が
増
加

し
、
過
労
運
転
や
暴
走
運
転
な
ど
に

よ
る
交
通
事
故
も
多
発
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
を
利
用
す
る
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、

今
年
も
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
実
に
締
め
て
、

暑
い
夏
を
無
事
故
で
過
ご
し
ま
し
ょ

ト「ノ。

で安全運転

。

過
積
載
違
反
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

五
月
十
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
過
積
載
に
関
す
る
規
定

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

V
過
積
載
車
両
に
対
す
る
警
察
官
の

措
置
の
整
備

V
罰
則
の
強
化

マ
車
両
の
使
用
者
に
対
す
る
指
示
及

び
車
両
の
使
用
制
限
処
分

V
荷
主
な
ど
の
過
積
載
要
求
行
為
な

ど
の
禁
止

「
過
積
載
違
反
」
は
、
「
駐
車
違
反
L

、

「シ

l
ト
ベ
ル
ト
装
着
義
務
違
反
L

と
並
ん
で
、
新
交
通
三
悪
と
し
て
厳

し
く
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
積
載
の
状
態
で
運
転
す
る

と
、
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
た
り
、
ブ

レ
ー
キ
が
効
き
に
く
く
な
る
な
ど
重

大
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
。過

積
載
運
転
は
、

?レト品〉「ノ
。

絶
対
に
や
め
ま

自
転
車
に
正
し
く
乗
っ
て
い
ま
す
か
?

自
転
車
は
、
非
常
に
手
軽
な
乗
り

物
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
交
通
ル
ー

ル
無
視
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
自
転
車
は
、
道
路
交
通

法
上
、
自
動
車
や
二
輪
車
と
同
じ
車

両
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
て
、
自
転
車

を
運
転
す
る
場
合
は
、
道
路
交
通
法

上
の
義
務
や
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
安
全
確

認
を
十
分
行
う
と
と
も
に
、
次
の
事

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
並
進
は
し

な
い

V
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
明

る
い
服
装
に
心
が
け
る

V

一
時
停
止
場
所
や
赤
信
号
で
は
、

必
ず
停
止
し
、
交
通
ル

l
ル
に
従

っ
た
通
行
を
す
る

V
自
転
車
に
乗
る
前
に
、

必
ず
ブ
レ

ー
キ
、
ラ
イ
ト
な
ど
が
正
常
に
動

く
か
点
検
を
行
う
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企菅田小学校で行われた交通安全教室



が

建設省大洲工事事務所

洪
水
予
報
の
目
的

肱
川
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
恩
恵

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
は
過
去
幾
度
と
な
く
水
害
に

よ
る
被
害
を
も
た
ら
し
、
水
害
と
の

戦
い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
建
設

省
で
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
川

づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
現
在
下
流

無
堤
地
区
の
解
消
な
ど
鋭
意
肱
川
改

修
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

治
水
整
備
は
十
分
で
な
く
ま
だ
ま
だ

安
全
と
は
言
い
き
れ
な
い

の
が
現
状

洪水予報の区間:肱川洪水予報については、国直轄区間の

大洲市柚木(富士橋)から長浜町(河口)までの区間です。

大洲市

長浜町

で
す
。そ

こ
で
、

少
し
で
も
洪
水
に
よ
る

被
害
の
軽
減
並
び
に
水
害
対
策
を
行

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
建
設
省

(大

洲
工
事
事
務
所
)
と
気
象
庁
(
松
山

地
方
気
象
台
)
が
共
同
し
て
行
う
「
洪

水
予
報
指
定
河
川
」
に
肱
川
が
指
定

さ
れ
、
洪
水
時
に
流
域
の
雨
量
や
洪

水
予
報
基
準
地
点
の
水
位
(
肱
川
橋
)

な
ど
を
示
し
た
洪
水
予
報
を
発
表
し
、

県
や
市
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
住
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

洪
水
予
報
の
種
類

肱
川
洪
水
予
報
は
次
の
三
種
類
で

す。V
肱
川
洪
水
注
意
報
一

洪
水
が
お
こ

り
、
注
意
を
促
す

V
肱
川
洪
水
警
報
一
水
位
が
上
昇
し

大
洪
水
と
な
り
、
十
分
な
警
戒

を
促
す

V
肱
川
洪
水
情
報
一

注
意
報

・
警
報

を
補
足

洪
水
予
報
の
活
用

肱
川
洪
水
予
報
は
、
次
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

大
雨
が
降
り
、
肱
川
で
洪
水
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、
肱
川

の
雨
量
な
ど
を
予
測
し
、
水
防
団
、

関
係
行
政
機
関
、
住
民
の
皆
さ
ん
な

ど
へ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

①

洪

水
の
被
害
か
ら
地
域
を
守
る

水
防
活
動
が
よ
り
迅
速
か
つ
円
滑

に
行
え
ま
す
。

②
洪
水
時
に
水
防
活
動
の
本
部
と

な
る
大
洲
市
、
長
浜
町
な
ど
に
情

報
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

警
戒
、
避
難
体
制
な
ど
の
実
施
が

よ
り
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
え
ま
す
。

③

洪

水

時
の
河
川
の
水
位
情
報
な

ど
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
の
自
衛

手
段
を
行
う
際
の
目
安
と
な
り
ま

す。な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
は
、

テ
レ
ピ

・
ラ
ジ
オ
に
よ
り
放
送
さ

れ
る
と
と
も
に
、
答
察
署
、
消
防

署
、
水
防
固
な
ど
の
連
絡
員
に
よ

っ
て
伝
達
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す。

洪水予報の区間

伊
予
灘
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職

員

大

洲

市

役

所

大
洲
市
役
所
の
平
成
六
年
度
職
員

募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員
〈
〉
内
は

学
歴
等

③
事
務
職
員
〈
大
学
卒
〉

五
人
程
度

⑮
事
務
職
員
〈
短
大
・
高
校
卒
〉

若
干
名

@
技
術
職
員
〈
大
学
卒
・
高
校
卒

(
一
級
又
は
二
級
建
築
士
)
〉

一
人

⑨
技
術
職
員
〈
大
学
卒
(
土
木
科

専

攻

)

〉

一

人

⑤

保

母

二

人

⑥

幼

稚

園

教

諭

二

人

⑥

栄

養

士

一

人

⑮
調
理
員
〈
高
校
卒
〉
一
人

①
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

〈
高
校
卒
〉
一
人

〈
高
校
卒
〉
一
人

③
寮
母

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
者

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可

能
な
者

③
⑧
⑮
⑤
⑥
@
は
、
学
校
を
平
成

六
年
三
月
か
ら
平
成
七
年
三
月

ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の
者

④
⑥
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日

を
置
介

し

集

以
降
に
生
ま
れ
た
者
、
又
は
、

昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

⑤
⑮
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
平
成

七
年
三
月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)

の
者

⑥
⑮
①
③
は
、
昭
和
三
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で

高
校
を
平
成
七
年
三
月
ま
で
に

卒
業
(
見
込
)
の
者

受
付
期
間

六
月
二
十
日

1
七
月
八
日

※
な
お
、
⑮
⑥
⑮
①
③
は
、
六
月

二
十
日
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
1

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

⑧

薬

剤

師

一

人

⑧
診
療
放
射
線
技
師
一
人

@

臨

床

検

査

技

師

一

人

⑨
助
産
婦
・
看
護
婦
六
人
程
度

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

ま
4
山

す員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
者

②
採
用
後
、
市
内
又
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居

住
で
き
る
者

③
⑧
⑧
⑥
は
、
昭
和
三
十
九
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
免
許
を
有

す
る
者
、
又
は
平
成
七
年
前
期

に
免
許
取
得
見
込
み
の
者

④
⑮
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
者
、

又
は
平
成
七
年
前
期
に
免
許
取

得
見
込
み
の
者

受
付
期
間

六
月
二
十
日

1
七
月
八
日

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
(
医

療
技
術
職
員
・
助
産
婦
・
看
護
婦
)

採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
立
大
洲
病
院
事
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
5
1
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斉

清

掃

は

七
月
十
七
日
制

今
年
も
、
七
月
第
三
日
曜
日
に
、

例
年
ど
お
り
「
郷
土
美
化
運
動
」
と

し
て
、
市
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま

す。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
日
時
}
平
成
六
年
七
月
十
七
日
間

午
前
七
時
か
ら

{
場
所
}
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公

固
な
ど

{
作
業
内
容
}
草
刈
、
ゴ

ミ
の
収
集

除
去
、
下
水
溝
の
清
掃
等

※
詳
し
く
は
保
険
環
境
課
、
生
活
衛

生
係
官
⑫
2
1
1
1
(
2
6
4
)

ま
で

河川愛護月間

7/1-7/31 



大
洲
青
年
会
議
所
で
は
、
夏
恒
例

の
「
い
か
だ
流
し
大
会
」
を
実
施
し

ま
す
。
応
募
締
切
が
迫

っ
て
い
ま
す

の
で
、
急
い
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

ミ

。
vν 

今
年
の
い
か
だ
流
し
大
会
に
は
、

二
つ
の
新
し
い
企
画
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
大
会
前
日
に
ス
タ
ー
ト
地
点

で
前
夜
祭
を
行
い
ま
す
。
大
会
を
前

に
出
場
者
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
ま

た
、
大
会
当
日
は
参
加
者
の
中
か
ら

『ミ
ス
い
か
だ
』
を

一
名
選
出
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
/

{開
催
日
時
}

平
成
六
年
七
月
三
十
一
日
間

午
前
九
時
か
ら

{テ
什
庁
}

我
が
肱
川

・
今
年
も
/
い
か
だ
流
し

{コ
l
ス
}

成
見
橋
(
菅
田
)
か
ら

新
冨
土
橋

(柚
木
)

{
参
加
資
格
}

-
健
康
で
水
泳
の
で
き
る
人

.
小
学
生
以
上
の
男
女

・
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承
諾
が

必
要

{チ
l
ム
編
成
}

・
一
チ
l
ム
二
人
以
上
十
人
以
内
で

編
成
す
る

-
小

・
中
学
生
だ
け
の
チ
l
ム
編
成

は
認
め
な
い

-
申
込
書
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
メ

ン
バ

ー
は
乗
船
で
き
な
い

{
参
加
料
}

一
人
あ
た
り
八
百
円

{
応
募
締
切
}

平
成
六
年
七
月
六
日
附
午
後
六
時

{
参
加
者
説
明
会
}

平
成
六
年
七
月
六
日
附
午
後
七
時
か

ら
、
市
民
会
館
三
階
会
議
室
で
実
施

し
ま
す
。
各
チ

1
ム
の
責
任
者
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
出
席
し
な

い
チ
l
ム
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

{問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
先
}

他
大
洲
青
年
会
議
所

〒
市
大
洲
市
大
洲
八
九

一
の

一

大
洲
市
民
会
館
三
階

宮

0
8
9
3
⑫
7
1
0
7
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平
成
六
年
度
分
所
得
税
の
特
別
減
税
の
あ
ら
ま
し

「
平
成
六
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税

の
た
め
の
臨
時
措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
、
平
成
六
年
分
所
得
税
の
納
税
者

に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の

年
税
額
の

二
十
%
相
当
額

(
二
百
万

円
を
限
度
)
を
控
除
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一

給
与
所
得
者

(
「
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提

出
し
て
い
る
人
)

原
則
と
し
て
六
月
に
、
六
年

一
月

1
六
月
ま
で
の
聞
に
支
払
わ
れ
た

給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の
二

十
%
相
当
額
(
百
万
円
を
限
度
)

を
給
与
の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る

こ
と
と
し
、
年
末
調
整
の
際
に
、

年
関
税
額
の
二
十
%
相
当
額
か
ら

六
月
の
還
付
金
額
を
控
除
し
た
金

額
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
(
「
公

的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い

る
人
)

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に
、

公
的
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
額
の
二
十
%
相
当
額
に
つ

い
て
、
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年

金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

最
終
的
に
は
確
定
申
告
で
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
人

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
に
係
る
所
得
税
は
、

平
成
六
年
に
納
付
す
る
予
定
納
税

額
の
減
額
ま
た
は
確
定
申
告
に
よ

り
、
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
退
職
所
得
の
あ
る
人

退
職
所
得
に

つ
い
て
は
、
源
泉
徴

収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の
適
用

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い

て
は
、
平
成
六
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
還
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
洲
税
務
署

宮
⑫
3
1
1
5
ま
で

オゾン層保寝対策推進月間

づ

5 



歴史と文化の香る . 

L地域づくりをめさやし4
肱南歴史の道整備事業

大
洲
市
で
は
、
肱
南
地
区

を
中
心
に
、
水
と
緑
の
織
り

な
す
豊
か
な
自
然
、
城
下
町

の
風
情
を
残
す
固
有
の
歴
史
、

肱
川
を
中
心
と
し
た
独
自
の

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
、
個
性
的
で
魅
力
的
な

『
ふ
る
さ
と
大
洲
』
を
創
造

す
る
た
め
、
肱
南
歴
史
の
道

整
備
事
業
を
平
成
三
年
度
よ

リ
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
間

も
な
く
、

こ
の
事
業
が
す
べ

て
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

そ
の
概
要
を
紹

し
た
の
で
、

介
し
ま
す
。

①
城
山
遊
歩
道

天
守
閣
再
建
構
想
の
あ
る
城
山
公

園
と
肱
南
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
(
し
よ

う
ぷ
園
)
お
よ
び
市
民
会
館
を
連
結

し
、
城
山
郷
土
館
・
大
洲
城
跡
を
訪

ね
な
が
ら
明
治
の
小
路
へ
と
通
じ
る

遊
歩
道
で
す
。

②
本
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
チ
パ
l
ク

h
J
 

肱
南
地
区
の
区
割
り
は
、
ほ
ぽ
江
弁

戸
時
代
の
ま
ま
で
あ
り
、
城
下
町
独
・

特
の
町
の
形
状
を
見
せ
て
い
ま
す
。

一行

江
戸
時
代
か
ら
本
町
筋
、
中
町
筋
と
二

呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
あ
た
り
は
、
御
訂

用
商
人
の
屋
並
み
の
特
徴
を
も
ち
、
コ

短
冊
状
の
町
並
み
を
残
し
て
い
ま
す
。
同

こ
の
よ
う
な
藩
政
時
代
の
町
並
み
を

V

散
策
し
な
が
ら
土
産
物
を
買
う
観
光

客
や
市
民
が
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
交

流
が
で
き
る
グ
リ
ー
ン
ス

ポ
ッ

ト
と

し
て
の
プ
チ
パ
け
い
ク
(
小
公
園
)

す
。

コ
入
ペ
ノ

臥
轡

遊
4

司
オ
フ
ィ
ス
ロ
ー
ド
完
成
予
想
図

山城たi
u
 

成完近付山城企

6 

こ
の
あ
た
り
は
、
市
役
所
、
税
務

署
、
消
防
署
、

N
T
T
、
商
工
会
議

所
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
街
と
な

っ
て
お

り
、
南
側
山
麓
に
文
化
財
を
数
多
く

所
有
す
る
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資

源
を
活
用
し
、
明
治
の
小
路
へ
と
連

結
す
る
た
め
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね

る
散
策
道
路
と
な
り
ま
す
。

• 
• • 

{
 

.
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、
!
 

" 
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④

明

治

の

小

路

肱
南
地
区
に
数
多
く
点
在
す
る
豊

富
な
歴
史
や
観
光
資
源
を
、
の
ん
び

り
と
快
適
に
観
光
し
な
が
ら
散
策
で

き
る
道
路
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
ロ
ー
ド

や
城
山
遊
歩
道
と
連
結
さ
せ
な
が
ら
、

歴
史
と
文
化
の
香
る
大
洲
を
訪
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

山戸 Jtfi 

企おはなはん通りに完成した明治の小路路

ド

i
L十
i

ぺJ

1

の

一川
1
J

ぺ
Fi---
五
相

t
I

F

-

-

明たl
u
 

成完/
¥
 

近
ノ
の荘山龍臥企

⑤
亀
山
ふ
れ
あ
い
広
場

清
流
肱
川
を
望
む
景
勝
地
の
亀
山

に
、
水
と
緑
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
交
流
ゾ

l
ン
と
し
て
整
備
を
し
ま

し
た
。

⑥
う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

大
洲
の
う
か
い
に
は
、
年
間
二
万

人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の

乗
船
場
に
う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
(
う

か
い
休
憩
所
)
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
う
か
い
や
い
も
た
き
の
歴

史
の
紹
介
、
大
洲
の
観
光
や
物
産
の

展
示
を
し
て
、
観
光
客
に
大
洲
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
肱
南
歴
史
の
道
へ
の
起
点
施

設
と
し
て
、
さ
ら
に
は
近
隣
の
富
士

山
公
園
の
各
種
施
設
と
と
も
に
相
乗

効
果
を
高
め
る
も
の
で
す
。

vうかい乗船場に完成したうかいレストプラザ

7 



大
洲
市
で
は
、

活
力
の
あ

る
明
る
く
住
み
よ
い
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
市
政
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
に
は
、

公
共

下
水
道
事
業
な
ど
、

公
共
施

設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
表
に
掲
げ
た
事

業
で
は
、

郵
便
局
の
簡
易
保

険
積
立
金
や
、

国
民
年
金
積

立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て

い
ま
す
。

企建設の進む肱南浄化センター

事 業 名
総事業費 資金融資額

(万円) (万円)

平野小学校屋内運動場建設事業 22，340 5，310 

簡 平野小学校プール建設事業 7，649 1，020 

易 粟津小学校特別教室棟建設事業 23，724 5，690 

保 粟津小学校用地取得事業 19，072 17，160 

険 住宅新築資金貨柑事業 2，810 2，100 

公共下水 道 事 業 243，575 62，180 I 

国
市立大洲病院移転改築事業 171. 587 171. 300 

民
医療機械器具購入事業 5，007 5，000 

年

金
目処簡易水道事業 6，641 4，220 

No.189 

「
国
際
家
族
年
と
同
和
教
育
」
倒

療
官
で
も
澗
南
激
清
を

「
家
庭
で
も
同
和
教
情
悲
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。
学
校
で
す
れ

ば
、
そ
れ
で
十
分
で
し
ょ
う
。
一
こ
ん

ニ

と

ぱ

み

み

な
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
同
和
教
育
の
中
味

が
ど
ん
な
も
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
人
の
口
か
ら
で
る
言
葉
で
す
。

ひ

と

り

し

あ

わ

同
和
教
育
は
、

一
人
一
火
が
幸
せ

み

な
く
ら
し
を
き
ず
く
力
を
身
に
つ
け
、

さ

べ

つ

す

し

〈

か
い

じ
っ
げ
ん

差
別
の
な
い
住
み
よ
い
社
会
を
実
現

み

ん

し

@

し

ゅ

ぎ

し
て
い
く
民
主
主
義
の
教
育
で
す
。

教
育
の
領
域
に
は
、
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
学
校
教
育
と
、
家
庭
で

親
が
子
一
件
寸
る
家
庭
教
育
と
、
地
域

社
会
や
職
場
で
行
わ
れ
る
社
会
教
育

が
あ
り
ま
す
。

ど
〈

市
に
の
三
つ
の
教
育
に
は
、
重
な
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
は
た
ら
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
教
育
が
、

ぷ

ん

や

個
々
パ
ラ
川
ラ
で
は
、
ど
の
分
野
の

教
育
も
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
一

つ
一
つ
の
教
育
が
独
自

せ

い

そ

う

ミ

か

ん

れ

ん

性
を
持
ち
な
が
ら
相
互
に
関
連
し
あ

せ

い

カ

き

た

い

っ
て
こ
そ
、
大
き
な
成
果
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
学
校

に
は
学
校
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
同

和
教
育
が
あ
り
ま
す
し
、
家
庭
に
は

家
庭
で
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
親
で
な

い
と
で
き
な
い
同
和
教
育
が
あ
る
こ

と
も
わ
か

っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

人
権
と
同
和
教
育

ま
す
。

三
つ
問
教
育
が
手
を
結
び
、
同
和

教
育
を
進
め
て
い
く
な
ら
ば
、
大
き

な
効
果
が
あ
が
り
、
同
和
駅
歓
を
町
村

く
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
で
の
同
和
教
育
が
正
し
く
行

わ
れ
て
も
、
家
庭
で
の
同
和
教
育
が

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
と
、
学
校
教
育

が
十
分
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
部
落
差
別

の
再
生
産
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
で
で

き
ま
す
。

&に
家
鋸
で
の
同
和
教
育
と
い
え
ば
、

何
か
改
ま

っ
た
む
ず
か
し
い
教
育
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
決

し
て
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か

ん

た

ん

い

じ

A

ん

た

い

せ

つ

簡
単
に
言
え
ば
、
「
自
分
も
大
切
に

す
坊
が
、
他
人
を
も
大
切
に
す
玲
子」

が
育

つ
よ
う
な
家
庭
守つ
く
り
に
努
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

せ

い

か

っ

た

い

ど

親
は
、
そ
れ
を
自
分
の
生
活
態
度

で
学
ば
せ
る
の
で
す
。
日
常
の
く
ら

か

そ

〈

は

&

あ

し
の
中
に
、
家
族
の
話
し
合
い
の
中

よ
いん
調
和
問
題
の
嬬
識
に

'つ
な
が
る

基
本
的
な
こ
と
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

ニ

〈

き

い

か

ぞ

〈

ね

入

国
際
家
族
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
家

族
か
ら
は
比
法
る
小
さ
な
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

8 
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企 6月1日同今年老、観光大洲の花形、うtJ'いffld:じまりましだ。

5月18日体)、うttい開幕さ前lこして、うttいレストブラ吋tJ"完成レ(写真P7)砂
初代鵜匠・三瀬秋俊さんの功績をだたあ3顕彰碑tJ"建立され除幕式tJ"ありま

レだ。(写真Id-三瀬秋俊さん89歳)

....5月22日(日) 日本建築界の大家
故松村正恒氏きレのi5i見学会tJ"開
催されまじだ。これId:昨年2月l己

亡く怠った松村氏の自筆の本tJ"発

刊されだのを記念レで関介れだち

ので、郷里の新谷法眼寺!こ墓参り

さレだあと、八幡浜市内の小学校

き見学レ示レだ。旧新谷中学校Id:
松村氏の代表作のひとつでレだ。

5月9日(日) この春市内!こ就職砂

レだ若者室対象l己、新就職者激励

大会tJ"開tJ'れまレだ。会12出席じ

た153人定代表レで、稲沢治さんと

石由美智子さんが社会人とレでの

決意さ述べまレだ。

‘5月10日伏)市内の老人ウラブ
や商工会で組織レでい3公園等施 惨

設管理推進協議会員の皆さんtJ"、 ゑ
今年ち肱川緑地公園の花壇!こ草花 襲撃

さ植樹レまレだ。 導襲

5月18日同地域住民tJ"主体惨

と怒り創造的ち文化活動lごとし/く
んでい3団体!こ贈られ3、伊予銀
行「地域文化活動助成金」の贈呈

式丹、伊予銀行八幡浜支庖で行わ

れ、上須戒子供ねl/相撲甚句保存

会l之助成金tJ"手渡されまじだ。

‘5月1日(日) 富士山の"/'';三:tJ"
満開と怠ったこの目、つつじまつ

りモデル撮影会tJ"開tJ'れ~レだ。



あ
な
た
の
絵
画
を

寄
付
し
て
く
だ
さ
い

し
尿
汲
み
取
り
料
金
を

改
定
し
ま
す

大
洲
市
の
し
尿
処
理
は
、
許
可
を
受

け
て
い
る
業
者
が
汲
み
取
り
を
行
い
、

し
尿
処
理
施
設
「
清
流
園
」
で
処
理
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
諸
物
価
上
昇
に
よ
る
汲

み
取
り
業
務
の
経
費
増
大
な
ど
に
よ
り
、

昭
和
五
十
九
年
度
改
定
以
来
据
え
置

き
と
な

っ
て
い
た
、
し
尿
汲
み
取
り
料

金
を
次
の
よ
う
に
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
改
定
の
時
期
】

平
成
六
年
七
月

一
日

【
改
定
後
の
料
金
】

十
八
リ

y
ト
ル
に
つ
き
百
一
円

(
現
行
料
金
八
十
八
円
)

O
汲
み
取
り
を
行

っ
た
と
き
は
、
量
目

の
確
認
と
領
収
証
を
必
ず
受
け
取

っ

て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で

含
⑪
2

1
1
1
(2
6
4
)

大
洲
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
守
つ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
市
立
大
洲
病
院
の

移
転
改
築
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
新
病
院
は
、
今
年
十
二
月
に
完
成

し
、
来
年
四
月
か
ら
開
業
す
る
予
定
で

す
が
、
こ
の
待
合
室
や
廊
下
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
絵
画
を
掲
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
筆
の
力
作
や
所
蔵
品
な

ど
の
う
ち
、
ご
寄
付
を
願
え
る
絵
画
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
市
立
大
洲
病
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

包
⑪
2
1
5
1
用
度
係
ま
で地

下
生

J
Fル
V
4ド
4
r市

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

五
月
三
十
一
日
分
ま
で
(敬
称
略
)

金
一

封

大

金

一

封

徳

(指
定
配
分
)

金

一
封

(平
野
地
区
社
協

・
市
社
協

へ
)

平
野
町

堺

茂

俊

金
一
封

(と
み
す
寮
・
五
郎
老
人
会

.
市
社
協
へ

)阿

蔵

楠

田

幸
正

金

一
封

(久
米
地
区
社
協
へ

)

高

山

大

野

森洲

小

津

功

鈴
村
千
恵
子

雅
人

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ

)

北

只

菊

地

茂

幸

金

一
封

(故
人
の
ご
意
志
に
よ

っ
て

若
宮
公
民
館
・
市
社
協
へ

)

若

宮

小

林

哲

之

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ

)

黒

木

竹

田

春

夫

金

一
封

(二
一
善
地
区
社
協
へ

)

春

賀

津

山

基

一

金
一
封

(柳
沢
地
区
社
協
・
市
社
協

へ
)

藤

縄

谷

野

正

治

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

七
月

一
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い

に
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
商
庖
の
販
売
活
動
の
実
態

や
分
布
状
況
及
び
商
品
の
全
国
的
な
流

通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
日
本
の
商
業
関
係
の
根

幹
的
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
対
象
は
、
す
べ
て
の
卸
売
・

小
売
業
の
商
広
で
す
。
調
査
員
が
担
当

地
域
の
す
べ
て
の
商
庖
に
お
伺
い
し
ま

す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
・
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計

を
つ
く
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ

の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

!

ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
企
画
調
整
課
含
⑫
2
1
1
1

(内
線
3
4
2
)
ま
で
。
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花

火

は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

花
火
は
夏
の
風
物
詩
。
家
庭
で
も
花

火
を
買

っ
て
、
家
族
で
楽
し
む
機
会
が

増
え
ま
す
ね
。
こ
の
と
き
注
意
し
た
い

の
は
、
取
り
扱
い
方
で
す
。
花
火
の
原

料
は
火
薬
で
す
。
正
し
く
扱
わ
な
い
と
、

や
け
ど
や
火
事
な
ど
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん
で
、

正
し
く
、
楽
し
く
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

図書館

新
刊
図
書
案
内

生
き
る
こ
と
と
読
む
こ
と
と中

野
孝
次
著

絵

本

好

き

で

す

か

?

永

田

萌

著

中

年

の

発

見

野

田

正

彰

著

あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
大
原
健
士
郎
著

禅
入
門
2
・
日

道
元
・
白
隠
講
談
社

花
へ
ん
ろ

一
番
札
所
か
ら
手
束
妙
絹
著

ド
キ

ュ
メ
ン
ト
太
平
洋
戦
争
5
・
6

N
H

K
取
材
班
編

京
の
歴
史
と
文
化
1

村
井
康
彦
編

天
皇
家
三
代
の
半
世
紀

河

原

敏

明

著

命
い

っ
ぱ
い
生
き
た
日
々
鴻
震
周
策
著

会
津
将
軍
山
川
浩

星

亮

一
著

北
海
道
ツ
ー
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
成
美
堂

台

湾

自

転

車

旅

行

奈

良

節

夫

著

ひ
と
り
歩
き
の
北
京
・
上
海

J
T
B

町

お

こ

し

心

お

こ

し

鈴

木

健
二
著

歴
史
の
転
換
点
で
考
え
る高

坂
正
発
他
著

ト
ム
の
目
卜
ム
の
耳

T
・
リ
l
ド
著

新

保

守

革

命

渡

部

美

智

雄

著

い
か
そ
う
日
本
国
憲
法
奥
平
康
弘
著

知

っ
て
い
ま
す
か
同
和
教
育

一
問

一
答

解
放
出
版
社

夫

の

定

年

妻

の

出

番

南

和

子

著

子
供
を
愛
し
す
ぎ
な
い
で
お
母
さ
ん

鴨
下
一
郎
著

歯
の
抜
け
た
仏
さ
ま

川
中

一
幸
著

イ
ン
デ

ィ

オ

居

留

地

石

弘

之

著

知

っ
て
得
す
る
生
活
数
学
関
根
鴻
著

こ
こ
ま
で
わ
か

っ
た
女
の
脳
男
の
脳

新
井
康
允
著

薬

湯

大

海

淳
著

こ
う
し
て
防
ぐ
骨
粗
老
症
鈴
木
正
成
著

お
医
者
さ
ん
の
罪
な
話
患
者
さ
ん
の
笑

え

ぬ

話

永

井

明

著

あ
き
ら
め
な
い
看
護
仲
田
喜
代
子
編

10 

世
に
も
美
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

宮
本
美
智
子
著

地
球
温
暖
化
と

海

野

崎

義

行

著

ラ
ー
メ
ン
の

底

力

越

智

宏

倫

著

家
庭
菜
園
ピ

ッ
ク
リ
教
室
井
原
豊
著

日
本
ア
ル
プ
ス
の
四
季

山
岳
写
真
同
人
四
季
著

私

の

半

生

記

小

柳

ル

ミ
子
著

競

馬

の

快

楽

植

島

啓

司

著

漢

字

の

字

源

阿

辻

哲

次

著

「
こ
と
ば
」
を
生
き
る
ね
じ
め
正

一
著

日
本
語
学
習
使
い
分
け
辞
典
講
談
社

懐
か
し
い
人
た
ち
吉
行
淳
之
介
著

俳
句

上

違

法

鷹

羽

狩

行

他
著

詩

が

生

ま

れ

る

と

き

辻

井

喬

著

醍

醐

の

楼

水

上

勉

著

彼

の

こ

と

藤

堂

志

津

子

著

田
植
え
舞

北
原
文
雄
著

瑠

璃

菊

の

女

小

笠

原

京

著

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
羽
生
道
英
著

ク
ル

l

石

和

鷹

著

波

上

の

館

津

本

陽

著

ね
じ
ま
き
鳥
の
ク
ロ
ニ
ク
ル

1
・
2
部

村
上
春
樹
著

ば
な
な
の
ば
な
な
吉
本
ば
な
な
著

お
は
な
し
お

は

な

し

河

合

隼

雄

著

悲
し
み
の
島
サ
ハ
リ
ン
角
田
房
子
著

月

の

塵

幸

田

文

著

韓
国
の
現
代
文
学
1
1
6

柏
書
房

ズ
ラ
1

タ
の
日
記
2
フ
ィ
リ
ポ
ヴ
イ
y
チ
著

平
成
六
年
度

生
涯
学
習
講
座
会
員
募
集

。
学
習
内
容
及
び
講
師

親

子

読

書

古

岡

和

子

先

生

新

刊

読

書

紺

田

満

徳

先

生

郷
土
の
文
化

澄
田
恭

一
先
生

古
文
書
解
読

八
島
龍
晴
先
生

O
期
間
七
月
か
ら
三
月
ま
で
の
十
回
講
座

O
申
込
み

大
洲
市
立
図
書
館
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ま
ち
づ
く
り

写
真
コ
、
/
つ
ー
ル

簡
易
保
険
局
で
は
、
次
の
要
領
で
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【テ
l
マ】

簡
保
資
金
の
融
資
で
つ
く
ら
れ
た
施

設
ま
た
は
簡
易
保
険
加
入
者
福
祉
施
設

を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
街
や
人
と
施

設
の
か
か
わ
り
な
ど
を
撮
っ
た
も
の

V
例
一
富
士
山
公
園
、
家
族
旅
行
村
、

総
合
運
動
公
園
、
小
中
学
校
等

{
作
品
の
サ
イ
ズ
】

キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
回
ツ
切
判
以
下

※
カ
ラ

l
・
白
黒
ど
ち
ら
で
も
出
品
で

き
ま
す
が
、
ス
ラ
イ
ド
で
は
出
品
で
き

ま
せ
ん
。

{
応
募
上
の
注
意
】

・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

0

.
単
写
真
で
お
願
い
し
ま
す
。

-
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
。

-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
ら

な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

平
成
六
年
八
月
三
十

一
日

【
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

7月2日国

7月3日(日)

大

洲

郵

便

局

包

⑪

2
3
2
1

※
な
お
、
応
募
に
必
要
な
「
応
募
票
」

は
、
郵
便
局
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。国

民
年
金
の
加
入
手
続

き
陪
お
済
み
で
す
介

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
種
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る
種
類

、
が
次
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
第
二
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

【
第
三
号
被
保
険
者
】

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

{
第
一
号
被
保
険
者
】

第
二
号
お
よ
び
第
三
号
被
保
険
者
で

な
い
人

こ
の
う
ち
、
第
二
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
が
届
け
出
を
し
ま
す

の
で
、
ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第

一

号
お
よ
び
第
三
号
被
保
険
者
の
人
は
、

ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
加
入
の
手
続
き
が
お
済

7月9日目

7月10日(日)

み
で
な
い
人
は
、
今
す
ぐ
市
役
所
で
加

入
の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

含
(
砂

2
1
1
1
(
2
5
6
・
2
5
7
)

青
少
年
を
非
行
汁
ら

守

3
強
調
月
間

七
月
は
、
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

強
調
月
間
で
す
。
地
域
の
大
人
が
手
を

取
り
組

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
非
行
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
実
践
重
点
事
項
】

『
あ
い
さ
つ
は
み
ん
な
の
心
を
結
ぶ
糸
』

地
域
み
ん
な
で
明
る
い
あ
い
さ
つ
を

か
わ
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
み
ん
な
で
「
か

か
わ
り
あ
い
」
「
さ
さ
え
あ
い
」
「
み
と
め

あ
い
」
ま
し
ょ
う
。

大
洲
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
協
議
会

大
洲
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
げ
開
催
さ
れ
ま
レ
た

五
月
二
十
二
日
間
、
松
山
市
の
愛
媛

県
総
合
運
動
公
園
で
、
第
三
十
三
回
愛

媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
洲
市
か
ら
も
、
選
手
十

7月16日比)

7月17日(日)

7月23日凶

一砲砲ーや走ーソ走砲一砲砲走走砲砲 す り七
五 o 0て o 競 。参 広人

1 百 技力日げが
。丸丸 O り幅 O 干幅丸 O 丸丸 中田幅丸丸種 選ま参

m m m nレ m 目 手し加
走投 投 走投跳走投跳投走投投跳跳投投 の た し

成
績各
は競
次技
のに
と熱
お戦
りを
で繰

二一二一一順
位位位位位位

選

手

名

河

内

義

春

上

甲

武

一

水

元

芳

夫

中

川

健

川
本

章

大

石

晴

直

石
山

宗
善

松
中

良

宮
岡
ヒ
サ
エ

東

道

弘

久

保

隆

利

後

藤

照

子

水

谷

武

義

上

田

豊

子

西

田

徳

男

向
井
八
重
子

井

戸

清

隆

位位イ立{立位位位

(
障
害
区
分
に
よ
り
競
技
が
行
わ
れ
た

た
め
、
同
位
が
多
数
あ
り
ま
す
。
)

7月24日(日)

7月30日凶

(有)星 加 水 道 設 備

合 26-0020

岡福水 道 工 事 庄

ft24-3656 

徳森設備

ft25-4023 

大塚鉄工所

ft25-0300 

(有) 丸 電工業

ft24-5351 

神南 設 備

含 25-4684

惰)三 原設 備

ft24-3783 

久 保 鉄 工 所

ft26-0537 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

(有)アサノ設 {席

霊堂 24-0783

(有)内田電気水道設備

含 25-2858

佐藤 .水道庖

合 24-4410

(有)オクダ設 備

含 24-3674

浜住設備

ft25-4645 

惰)神田 鉄工 所

ft24-4122 

滝 田水道庖

ft25-0901 

城戸電業社

ft25-2944 

中野管工 事 工業

ft24-3792 

側 土 居鉄工所

ft24-4519 

西田水道 庖

ft26-0265 

7月31日(日)

大洲市と労働金庫が提携して次のような融資を行っています

勤労者住宅融資 教育資金融資
・融資額、 利 率、 返済期間 ・融資額、利率、返済期間

500万円以内、 (固定) 5.29% 200万円以内、 (固定) 3.90%、 60ヵ月以
(変動) 3.68% 内/元利均等月賦償還及び半年賦併用償還

240ヵ月以内/元利均等月賦償還及び半年 ・利用できる人

賦併用償還 ・市内 に居住若しくは居住しようとする勤労者
・融 資 対 象 市税の完納者ても、年収が200万円以上(同居親
新築 ・増改築等 (135rr1以下) 族の収入を含む) 800万円未満で、返済能力が

宅 地 購 入 (300rrl以下) あると認められる人
・利用できる人
.市内に居住若しくは居住しようとする勤労者

・同居(予定)家族がある人
・市税を完納し、年収が 800万円来満で返済

能力があると認められる人

824-4192へ詳しいことは労働金庫大洲支1吉

おたずねください。

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

イ牛 主主 1 0 9 8 8 

負傷者 139 117 

死 者 6 1 

11 



7月号

~ 

相
談
ご
と
案
内

広報おおず ，94 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}

(
愛
媛
県
)

日
時

7
月
8
日

幽

叩

時

1
日
時

7
月
初
日
附
叩
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

7
月
日
日

幽

叩

時

1
日
時

場
所
菅
田
公
民
館

日
時

7
月
初
日
附

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日

第
一

・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時
l
M
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

」ーーーー」

日
時

7
月
初
日
制

9
時
i
ロ
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、

g
@
3
6
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

7
月
6
日

ω、
初
日
制

叩
時
l
v
m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

倉
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑫
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
日
日
幽

9
時

i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

中
村
三
三

O
l
九

偏
上
田
不
動
産

告
⑪
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
}

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

宮
⑪
7
8
3
0

{
定
期
税
務
相
談
】

日
時

7
月
8
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

|休|日|急|患|診療|
歯

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

町野医院(森山)

ft27-0002 

大洲中央病院(東大洲)

阿部クリニック

7月 3日

(日)

7月10日

書火
扇火

実
施
日

内

容

7
月
初
日
附

ミ

セ
ス
歯
科
相
談

7
月
幻
日
制

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
け
付
け
は
日
時
か
ら
で
す
。

7
月
幻
日
附

歯
の
こ
と
何
で
も
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
け
付
け
は
凶
時
か
ら
で
す

い
ず
れ
も
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

告
⑪
3
1
6
5

科

相

大洲中央病院(東大洲)

(片原町)

霊堂 24-4375

含 24-4551

ft24-4551 

安達医院(中町)

(日)

(日)

7月17日

7月24日

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
7
日
制

場

所

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
u
時

愛
媛
銀
行
大
洲
支
底
日
時
却
分

1
日
時

平

成

病

院

日

時

日

分

i
M
時
却
分

実
施
日

7
月
日
日
制

場

所

伊
予
銀
行
大
洲
支
広
日
時
1
ロ
時

新
小
川
口
連
絡
所
日
時
加
分
l
M
時

保健センターだより

.乳児健康診断.

実施日 該当者

7月 5日ω 平成 6年 2月生※

7月14日(木) 平成 4年12月生

7月19日伏) 平成 5年8月生※

7月26日伏) 平成 3年6月生

※は肱南、久米、肱北、喜多、 平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分

実施 場 所 大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳

.乳幼児育児相談.

実 施日 7月12日伏)

該当 者 肱 南 、 久米、肱北、喜

多、 平地区の乳幼児

受付時間 9時30分-11時

実施場所 大洲市保健センタ ー

持参 品 母 子 手 帳

.健康相談.

日時 7月13日(水)

9時-11時、 13時-15時

市役所大ホール

7月28日(木)

9時30分-11時、13時-15時

大洲市保健セ ンタ ー

7月29日幽

13時30分-15時

場 所肱北公民館

※成人病検診結果返しを合わせて

行います0

.婦人がん検診.

実施日 場所

7月 5日伏) 菅団連絡所

7月6日(水)

7月13日(水) 新谷連絡所

7月14日(木)

いずれも13時-13時30分の聞に受

け付けます。

検診料乳ガン 200円

子宮ガン 700円

70歳以上の人は無料

ft24-37ワ5

場所

日時

場所

日時

12 

ft24-2535 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大洲中央病院(東大洲)

城戸眼医院(末広町)

ft24-3008 

ft24-4551 

(日)

(日)

7月31日

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

.... .... 
7 93 7水
月年月谷
16全 2 清
日国日照
出 ト凶
1ン 1暑
8 ボ 7 中
月写月見
7 真 10舞
日展日い
(日) (日)版

画
展

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

十
二
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容
女
性
差
別、

家
庭
問
題
な

ど
女
性
の
人
権
問
題
(
セ
ク
ハ
ラ
を

含
む
)
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

日

時

平

成

6
年
7
月
ロ
目
別

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

含

0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員
、
弁
護

士
、
法
務
局
職
員

主

催

松

山
地
方
法
務
局

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

後
援
援
愛
媛
弁
護
士
会

そ
の
他
無
料
、
秘
密
厳
守

愛
媛
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